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日本OSS推進フォーラムについて：目的

Linuxを始めとするオープンソースソフトウェア(OSS)については、企業・大学等の情
報システムへの導入や組込みシステムでの活用が進展しつつありますが、ユーザー
が安心して利用するための技術上・制度上の課題も指摘されています。

日本OSS推進フォーラムでは、OSSという新しいソフトウェアパラダイムを活用する
ことによって「独占の弊害の排除と選択肢の拡大」、「技術革新の促進」、「人材育
成」を実現し、日本の競争力の強化を図ることが目的です。企業間の競争と協調の
あり方に留意しつつ、コミュニティとの連携なども通じてOSS普及に貢献していきま
す。

また本フォーラムは、中国ＯＳＳ推進連盟、韓国ＯＳＳ推進フォーラムと共に、北東ア
ジアＯＳＳ推進フォーラムを構成し、中国・韓国の民間企業・研究教育機関と連携体
制を築いています。日中韓の政府レベルの連携とも協調しています。

URL：　http://www.ossforum.jp
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日本OSS推進フォーラムについて：組織概要

日本OSS推進フォーラムでは、我が国の情報システムのユーザー、ベンダー、学識
経験者の有識者が参集し、OSSの活用上の課題について、自由な立場で議論し、
課題解決に向けての取組みを行っています。

本フォーラムでは各企業のトップで構成される幹事団及び顧問団が中心となって、
OSSの検討を続けています。また、幹事団及び顧問団をサポートするステアリング・
コミッティが設置されています。さらにステアリング・コミッティは、クラウド部会、クラ
イアント部会、アプリケーション部会、組込みシステム部会及び人材育成部会の５つ
の部会ならびに企画チームから構成され、分野別の活動を進めています。

幹事団／顧問団

ステアリング・コミッティ 企画チーム

クラウド
部会

クライアント
部会

アプリケーション
部会

組込みシステム
部会

人材育成
部会

日本OSS推進フォーラム　体制図
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住友電工　会社概要　（１）

HP URL    http://www.sei.co.jp

商号

本社所在地

創業

事業内容

資本金

売上高

経常利益

従業員数

社長

住友電気工業株式会社

大阪市中央区北浜４ー５ー３３（住友ビル）

１８９７年（明治３０年）　４月

自動車関連事業、情報通信関連事業、エレクトロニクス関連
事業、電線・機材・エネルギー関連事業、産業素材関連事業

99,737 百万円

連結　2,121,978 百万円
単独　775,560 百万円　　2009年3月期

連結　37,773 百万円
単独　11,749 百万円　　2009年3月期

連結　152,547 人
単独　3,964 人　　　2009年3月末

松本　正義
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住友電工　会社概要　（２）

情報制御システム

光通信システム

光ファイバー・ケーブル
光通信用コンポーネント
アクセスネットワークシステム

電線・ケーブル

交通管制システム
CATVシステム
TV放送用アンテナ

裸銅・アルミ電線
電力ケーブル
通信ケーブル
マグネットワイヤー
ワイヤーハーネス
電子ワイヤー

エンジニアリング

電力エンジニアリング
通信エンジニアリング
電力情報システム

伝送技術
制御技術

布設技術

導体技術

絶縁技術

伸線技術

住友の銅事業

電子部品用
金属材料

フレキシブル
プリント回路

化合物半導体

超電導線材

ゴム・プラスチック製品
（ハイブリッド製品）

電子線照射製品

特殊金属線

粉末合金製品

ダイヤ製品

焼結製品

南蛮吹き図絵
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住友電工　会社概要　（３）
 電線・機材・エネルギー事業本部

 超高圧送電線、高温超電導ケーブル、高速鉄
道用トロリー線、車両用空気バネ、ボンディング
ワイヤ

 情報通信・システム事業本部
 光ファイバケーブル、光データリンク、 CATV用

設備、河川情報システム、ITS/交通管制システ
ム、ネットワーク統合管理システム、誘導無線

 エレクトロニクス事業本部
 プリント回路(FPC)、化合物半導体材料、

フラットコンポーネント、GaN基盤、軽量マグネ
シウム材、絶縁素材、フッ素樹脂コーティング材

 自動車事業本部
 ワイヤーハーネス、カーエレクトロニクス、 
車輪速センサー、ABSセンサー、各種焼結部品

 産業素材事業本部
 合成ダイヤモンド、ドリル・エンドミル、レーザー

用光学製品、PC鋼材、ステンレス素材、チタン
素材、セラミックス部品
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OpenOffice.orgの導入（2007〜2008年）
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OpenOffice.org導入に至る背景（2007年）

文書をがりがり作る会社ではない。
表計算をガリガリやっている会社でもない。

プレゼンをバリバリやるような会社でもない。

住友電工　⇒　ITが主たる事業ではない

高価なオフィスソフトをPC購入のたびに買ってて良いのだろうか？

社内でオフィスドキュメントを見回してみると…

•ワープロ
•特に装飾もない、シンプルな文書が多い。
•複合文書は滅多に見ない。

•表計算
•「表」を作ることに利用。たまにグラフを描かせている。
•計算は単純な四則演算と「sum」や「average」くらい。

•プレゼンテーション
•社内発表用に作成されることがほとんど。
•ひとりあたりで見ると、多くて年に４回程度。
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2007年当時の社員のPC環境

Windows XP
+ 1 core CPU(Celeron 800MHz〜CoreSolo 1.33GHz)

+ 512MB memory
オフィスソフトはPC購入時に同時購入
（オフィスソフトバンドルPCを導入）

Vista や Office2007を
動かすには非力

でも、すでにOffice2003は
売ってくれない…

できる
ことは… 古いPCは古いオフィスソフトを使いつづける。

↑新しいものは動かないから。

新しいPCはOffice2007に代わる何かを
見つけなければ…
↑新しいPCでもOffice2007は動かないし
　Office2003は買えないから。

OSSで
なんとか

ならないか？
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住友電工のシステム基盤の変遷とOSS

1998年

1999年

2002年

2004年

2006年

2007年

2008年

イントラネット情報共有システム
（電子メールとWebの掲示板）

楽々フレームワーク　（RedHat/Java）
（業務システム構築フレームワーク）

楽々FW II (RedHat/Java)
新技術評価 (Linux Desktop)

楽々FW II 
（SuSE/Java　と　OSSのDB）

社内推奨Webブラウザの変更

仮想化(Xen),
新技術評価(Blog/SNS/Wiki、ｵﾌｨｽｿﾌﾄ等)

新技術評価
（楽々FWやQS（検索sys）と他FWとの連携）

Sendmail , Qpopper , Perl, NML , 
Apache, squid

RedHat Linux, UW- IMAPD

Tomcat, Turbo Linux Desktop, 
Firefox, Thunderbird, OpenOffice

SuSE Linux , MySQL , PostgreSQL , DRBD, 
CVS, Ec l ipse

F irefox , Thunderb ird, 
CentOS , SubVersion, Ruby, TrueCrypt,
Postfix , Dovecot

Xen , WordPress, OpenPNE, Pukiwiki, 
Sylpheed,
OpenOffice, FreeMind

楽々FW w/ Struts, QS w/ Wicket

※赤字は業務システム等の重要システムで採用
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Linuxデスクトップ評価（2002年〜)

95・98・Me・2k・XP　…
他のデスクトップPCの
可能性は無いか？

Linux Desktopの評価を実施

結果は…

見送り：
　LinuxDesktop導入ｺｽﾄに
　見合った効果が得られない

•OS導入人件費が高価
•日本ではWindowsの購入必須
•ウィンドウシステムの操作性が悪い
•ｵﾌｨｽｿﾌﾄの操作性やMS Officeとの
　ﾃﾞｰﾀ互換性が悪い

しかし、この際に検討を行ったDTｱﾌﾟﾘは 後日Windows環境で採用されるようになる。

SuSE Desktop Turbo Linux Fuji RHEL Desktop

KDEGnome Mozilla

F irefox Thunderb ird OpenOffice

※赤字は後日Windows環境で採用されたOSS

2002年以降ほぼ毎年のように評価を実施

見送り：
　LinuxDesktop導入ｺｽﾄに
　見合った効果が得られない

• OS導入人件費が高価
• 日本ではWindowsの購入必須
• ウィンドウシステムの操作性が悪い
• ｵﾌｨｽｿﾌﾄの操作性やMS Officeとの
　ﾃﾞｰﾀ互換性が悪い
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OpenOffice.orgが使えるかも！（2007年）

 オープンソースであり、誰でも無料で使用できる

 MS-Officeのファイルの読み書きができる

 MS-Officeと操作性が似ている

 ＰＤＦ、Ｆｌａｓｈ形式でファイル保存が可能

 マルチプラットフォーム
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OpenOffice.orgとは

 1999年サン・マイクロシステムズが、独StarDivision社を買収。
同社が開発したオフィススィートStarOfficeのソースコードを公開。
OpenOffice.orgプロジェクトが開始された。

 2005年10月　MS-Officeとの互換性を高め、
ODF(Open Document Format)を採用したVer2.0をリリース

 2007年8月　GoogleがStarOfficeの無償ダウンロード開始。
(StarOfficeはOpenOffice.orgベースの有償版）

 2008年4月 Ver2.4リリース、　１０月Ver3.0リリース。
現在の最新版は、２０１０年２月リリースのVer3.2 。

 以降ではOpenOffice.orgをOOoと略記します。
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OOo導入に向けた課題整理

 まずは「本当に使えるの？」・・・早急に確認する！

 どういうストーリーで全社的に承認してもらうか？
 「投資採算性やコストダウン実現」で攻めるのか？　
他の部分で攻めるのか？

 MS-Officeとの互換性・相互運用性をどこまで上げるのか？
 技術課題としてどこまで対応するか・対応できるのか？

 利用者の支援体制はどこまで用意できるか？
 問い合わせ体制
 技術サポート体制
 教育体制
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OOoの評価…MS-Officeとの互換性の確認（2007年秋）

 少数の評価メンバで機能面とMS-Officeとの互換性につ
いて評価を実施。

 表示はＯＫ
 Word/Excel/PowerPointとの「表示上」の互換性はかなり高い。

 文書内に別文書が貼り付けられた場合も問題なし。
 Excelのセル内計算式はほとんど問題なし。

 もちろん１００％ではない
 印刷は少し縦長になる傾向あり。
 Excelマクロはそのままでは動かない。
 Excelに比べるとグラフはやや弱い。
 Impressの凝ったアニメーションは遅い
 AccessとBaseは別物（BaseからAccessのデータにアクセスすること

は可能）
 MS-Office2007との互換性はVer3で対応（この時点では未対応）
 細かい操作方法で、MS-Officeと異なる部分がある。
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OOoの評価結果（2007年秋）

機能 OpenOffice.org MS-Office 互換性

ワードプロセッサ Writer Word ○

表計算 Calc Excel ◎

プレゼンテーション Impress PowerPoint ○

データベース Base Access ×

図形描画 Draw －

数式 Math －

※　OpenOffice.org（オープンオフィス・ドット・オルグ）
　　 オープンオフィスやOOoなどと略します。

住友電工社内で多く見られるような
　「シンプルなワープロ文書、簡単な表計算ソフトの利用、あまり凝らないプレゼン」
という用途で、
　◎　・・・　問題なく使える
　○　・・・　少し問題があるものの、十分使用に耐える。

『だいたいの業務はできそう』、でも『MS-Officeとイコールではない』
　→　利用者の業務に何某かのインパクトがある
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OOoはどうやら本当に使えそうだ・・・（課題の再確認 １）

 まずは「本当に使えるの？」・・・早急に確認する！

 どういうストーリーで全社的に承認してもらうか？
 「投資採算性やコストダウン実現」で攻めるのか？　
他の部分で攻めるのか？

 MS-Officeとの互換性・相互運用性をどこまで上げるのか？
 技術課題としてどこまで対応するか・対応できるのか？

 利用者の支援体制はどこまで用意できるか？
 問い合わせ体制
 技術サポート体制
 教育体制


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ODF採用の動き（２００７年当時）

• 2004年〜　日本OSS推進フォーラム
e-Japan推進のためOSSの活用を政府に提言

• 2007年３月　総務省
〜情報システムに係る政府調達の基本方針〜

「合理的な理由がある場合を除き、特定の具体的な商標名等を用いた

要求要件を使用せず、国際規格・日本工業規格等のオープンな標準に
基づく要求要件の記載を優先する」

• 2007年6月　経済産業省
〜情報システムに係る相互運用性フレームワーク〜

「特定事業者の独自技術ではなく、オープンな標準を活用して実現
されていることが望ましい」

中央省庁で国際標準等を優先することが明示され、
今後、地方自治体への波及が予想される。
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ODF採用の動き　（2007〜2008年当時）

 マサチューセッツ州、ニューヨーク州、ミネソタ州
 欧州ｅガバメントサービス委員会
 欧州同盟内の文書交換公用標準ファイルフォーマット
 インド、ケララ州
 ロシア、マレーシア、リトアニアの標準
 フィンランド司法省
 デンマーク

src：「デジタル文書の長期保存戦略」
http://www.jiima.or.jp/0807seminar/index.html
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ODFに対応できるPC業務環境を整備する

 住友電工のお客様は、
通信用電線　→　大手の通信キャリア
電力線　　　→　大手の電力会社
建材用電線　→　大手の建築会社

国・地方自治体から
事業を発注される

ODFの利用が始まる
かもしれない…ODFで各種の

文書が送られてくる
かもしれない…

オフィスソフトの変更は
少なからずインパクトがある。

時間もかかる。

早いうちから慣れてもらう
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MS-Office2007問題（２００７年に弊社Gだけで発生?）

社内での標準PCはMS-Office2007を使うのに
　　　　　　× CPU能力不足
　　　　　　× メモリ不足

MS-Office2007の仕様が大きく変わったために
　　　× 既存オフィスソフトと大きく変わった操作性
　　　× 利用者が混乱する、互換性の無いファイル形式

加えて・・・

OOoはこれらをすべて解決
○  MS-Office2003程度のCPU負荷
○  MS-Office2003程度のメモリ使用
○  既存オフィスソフトと似た見た目
○  互換性の無いファイル形式だが混乱しない

加えて・・・ 無料！無料！
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導入ストーリーのアウトライン

 文書ファイルの標準化（ODFの採用）が進行、
国・自治体にもODF化の方向性があり、
将来、住友電工の客先との情報交換でODFが使われる可能性が
高まってきた。

 オフィスソフトの変更は「業務スタイルの変更」に近く、
なかなか進まないことが予想される。
そのため、早い時期から新しいオフィスソフトに慣れてもらう。

 おりしもMS-Office2007が標準PCで「使いにくい」状態となって
いる。
今・この時点（２００７年）のタイミングでOOoをMS-Officeと同様に
「社内で推奨ソフト」とすれば、MS-Officeの採用の谷間を埋める
ソフトとして利用が進む可能性がある。

 OOoの利用が進めば、長期的にはコストダウンとなる。
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OOoを本気で使うための準備・・・（課題の再確認 ２）

 まずは「本当に使えるの？」・・・早急に確認する！

 どういうストーリーで全社的に承認してもらうか？
 「投資採算性やコストダウン実現」で攻めるのか？　
他の部分で攻めるのか？

 MS-Officeとの互換性・相互運用性をどこまで上げるのか？
 技術課題としてどこまで対応するか・対応できるのか？

 利用者の支援体制はどこまで用意できるか？
 問い合わせ体制
 技術サポート体制
 教育体制




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情報システム部子会社をモルモットにする

情報システム部子会社
「住友電工情報システム株式会社」で

全社的にOOoを採用させ（３００人規模、トップダウンで実施）、
同時に社内サポート体制や教育体制を構築

短期間で技術課題を明らかにし、解決方法も見つける。
問い合わせ対応の体制を構築する。
技術サポート体制を構築する。
教育体制を構築する。

多くの利用者に
強制的に利用させ、
問題点を洗い出す

解決方法も
手分けして
考えてもらう

多くの利用者の
ＩＴリテラシが高いことが必要

蓄積したノウハウと サポート/教育体制は
住友電工グループ全体に横展開

従来、MS-Officeでは
情報システム部子会社で対応

MS-Officeと
同程度のサポート/
教育体制を目指す
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OOo導入ステップ

 2008年1月16日  OOo推進委員会発足

 2008年2月22日  IMSC報告（情報管理推進委員会）

 2008年4月18日  全社通知発行（予告編）

 2008年4月24日  OOo導入教育をSEIユニバーシティ
（全社研修体系）に追加。

 2008年5月12日　全社通知発行（正式版）

　　　　　　　　　　　　　ヘルプデスク（サポートサイト）公開。

　　　  OOo情報サイト公開。　

　　　　　　　　　　　　　出荷PCへのOOo導入を開始。

 2007年秋　 OOoの評価

 2007年12月 情報システム部子会社で全社導入、
　　　　　　　 導入可否の最終確認とサポート体制の構築

 2008年1月16日 OOo推進委員会発足

 2008年2月22日 全社情報管理推進委員会に報告・承認

 2008年4月18日 全社通知発行（予告編）

 2008年4月24日 OOo導入教育をSEIユニバーシティ
（社内教育プログラム）に追加。

 2008年5月12日 全社通知発行（正式版）
　　　　　　　 ヘルプデスク（サポートサイト）公開。

　　 OOo情報サイト公開。　
　　　　　　　 社内新規導入PCへOOo事前導入を開始。

 （2008年１２月 Windows Vistaへ切り替え）
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OOo導入推進体制

社内教育メニューへの追加

住友電気工業（株）情報システム部

住友電工情報システム（株）

OOo推進委員会 運用部

技術責任者
教育担当

人材開発室

BS開発部

SS開発部

各課推進リーダー

８名

パッケージ開発

インストールサービス
教育サービス
問い合わせサービス

業務委託

株式会社アシスト

インストールサービス
教育サービス
問い合わせサービス

サポート契約
教育委託
教材導入

住友電工グループ

アナウンス
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住友電工のＩＴの方針として承認を得る（OOo導入の目的）

国際標準の文書フォーマットODFへの対応

業務環境の底上げ

政府調達部門や海外展開している部門で、ODF形式の
ファイルに対応できる必要がある

ライセンス費用等の問題でオフィスソフト未導入のＰＣに
OOoを導入することにより、データ共有等を促進できる

•短期的なコストダウンは難しい。
•教育環境整備、問い合わせサポート、その他ノウハウ習得で
約１０百万円以上の投資。MS-Officeとの併用で運用費変わらず。

•住友電工グループ全体に強制するのは難しい。
•現状業務の生産性低下の懸念。
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MS-Office互換性への主な対策　その１　（2008年）

環境設定
⇒MS-Office初期設定の違いを吸収するためのテンプレートとそ

のインストーラを準備。 
OOo2.4は日本語環境の設定に若干問題があった。

標準フォントの変更
オートコレクトの設定
記号の表示
禁則文字
複合ドキュメントの変換

印刷の設定
順序リストの追加
オートコレクトの設定
上書き確認
複合ドキュメントの変換
フォントの設定
セル内の配置
日付・通貨書式の設定

Writer Calc
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MS-Office互換性への主な対策？　その２　（2008年）

割り切りと教育
 Office2007の文書が読めない

 Office2003でも読めない。 (OOoはVer3.0(2008年１０月)で解消)

 印刷で「字が欠ける」場合がある。
多くの場合PDFに変換することで回避可能
MS-Officeでも欠ける場合がある。

 Excelマクロの互換性がない
マクロの再作成の技術サポートを実施。

 操作性が違う
慣れの問題。
MS-Office2007もMS-Office2003と操作性が違う。

 動作が遅い
MS-Office2007に比べれば早い。

割り切りと教育
 Office2007の文書が読めない（現状）

 Office2003でも読めない。 (OOoはVer3.0(2008年１０月)で解消予定)

 印刷で「字が欠ける」場合がある。
MS-Officeでも欠ける場合がある。
多くの場合PDFに変換することで回避可能

 EXCELマクロの互換性がない
マクロの再作成の技術サポートを実施。

 操作性が違う
慣れの問題。
MS-Office2007もMS-Office2003と操作性が違う。

 動作が遅い
MS-Office2007に比べれば早い。
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OOoのサポート体制

 OOo情報サイト（情報システム部ホームページ）
 OOoの特徴、インストール方法、ＦＡＱ、研修テキストの掲示
 教育申込みやヘルプデスクへのリンク

 インストール支援
 新規ＰＣ：インストール済みの状態でお届け
 既存ＰＣ：インストーラ提供

 教育コース
 集合研修
 ｅ-ラーニング

 ヘルプデスク
 質問受付、個別の履歴管理
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OOo情報サイト
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教育コース　２つのコースを準備

SEIユニバーシティ（社内教育プログラム）の教育コースとして、
２つの形態を提供

 集合研修
 MS-Officeとの違いの把握、OOo操作方法の習得
 １人１台のＰＣで演習問題を交えながらの研修

 e-ラーニング
 OOo操作方法の習得
 SEI-LMS(SEI教育管理システム）の

e-ラーニング機能を使った自習形式
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教育コース  e-ラーニング
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ヘルプデスクシステム（自社パッケージを活用）
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推奨オフィスソフトにOOoを追加 （2008年４月）

プレスリリース実施　⇒ 雑誌やネット上で大反響
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現状と最近の話題
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住友電工グループ全体でのOOoインストール数

（２０１０年４月１４日現在　調査対象PC　１４７９２）
 グループ全体　２６１２(17.7%)うち 住友電工本体　１３１２(8.9%)

　　　　　　　　　　　　　住友電工情報システム(株)　５７４(3.9%)
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導入当初から変化した点（2010年5月）

 OOo 現在の社内推奨バージョンは Ver 3.2

 MS-Officeとの互換性向上のために当初用意した追加インストー
ラは、最近コミュニティからリリースされた
「日本語環境改善拡張機能」に置き換え。（同等の効果を得る。）

→ http://oooug.jp/

 サポート体制はそのまま・・・
難しい質問は少なく、集合教育も受講者数はそれほど多くない。
これはMS-Officeについても同じような状況。

「シンプルなワープロ文書、
　簡単な表計算ソフトの利用、あまり凝らないプレゼン」
…という社内での利用形態は、今もあまり変わっていない
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JIS X4401　（２０１０年２月２２日）
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中央官庁での利用

 納品物に「ODF」の文字。
この仕様書の例では「ODF
形式のドキュメント」は納品
物として必須となっている。
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まとめ
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 2007〜2008年にOpenOffice.orgを、MS-Officeと同列の「社内
推奨オフィスソフト」に指定。
 「ODF対応環境の早期導入」「業務環境の底上げ」を狙う。

この時期、MS-Office2007を導入できる状況ではなかった。

 導入を進めるにあたり「子会社１社で全社導入」させ、
そこで得られたノウハウを全社に展開する手法を取った。

 オフィスソフトを使うことが「業務」では無いため、
OOoの利用を強制することはせず、
それぞれの部署・グループ会社に導入タイミングを任せた。
 昨今の「コスト削減」活動の影響からか、2008年5月に「推奨

ソフト」指定後、順調にOOoの導入数は伸びている。
ほぼ　+75前後/月　で導入が進んでいる。
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 2010年にODFがJIS化したこともあり、
国・地方自治体でODF文書の取扱いが増え、
結果として住友電工グループにもODF文書が流通する可能性が
いよいよ高まってきた。

 オフィスソフトの変更は、個々人の業務環境の変更でもあり、
非常にゆっくりと進んでいく。
住友電工では、OOoの導入について今後も長期に渡ってグループ
社員個々人を啓蒙し、サポートを提供し続ける。

 住友電工では、OOoに限らず、社内業務に有効に利用できそうな
OSSがあれば、それを積極的に評価し、導入・展開を進めていく。
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ご静聴ありがとうございました。
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